
政策保有株式に関する基本方針 

１．保有に関する方針 

(1) 政策保有株式は、対象先との長期的・安定的な関係の維持・強化、事業戦略上のメリット

の享受などがはかられ、対象先および当社グループの企業価値の向上に資すると判断され

る場合において、限定的に保有するものである。 

(2) 政策保有株式については、個別銘柄毎に、資本コストを勘案した指標に基づき保有に伴う

リスク・リターンを計測する。その上で、将来の見通しを踏まえた経済合理性、営業上の

取引関係や業務提携等の事業戦略および地域経済との関連性に照らした保有意義について、

総合的な検証を毎年取締役会等において実施し、保有の可否を判断する。 

２．議決権行使に関する方針 

政策保有株式の議決権行使に際しては、議案ごとに以下の点を確認の上、必要に応じて取引先

企業との対話等を経て総合的に賛否を判断する。 

(1) 取引先企業の中長期的な企業価値を高め、持続的成長に資するか。

(2) 当社グループの中長期的な経済的利益の増大に資するか。

以 上


